
 

「消防通信指令システム構築業務委託」公募型プロポーザルの結果について 

  

標記公募型プロポーザルの結果は以下のとおりです。 

 

１ 契約候補者 

   住所：松本市深志２－１－９ 

   氏名：ＮＥＣネッツエスアイ株式会社甲信支店 

     支店長 川﨑 明宏 

 

２ 参加事業者 

   ２者 

 

 ３ 審査結果 

参加者 
技術点 

（配点 750 点） 

価格点 

（配点 250 点） 

総合評価点 

（配点 1，000 点） 

契約候補

順位 

ＮＥＣネッツ

エスアイ㈱ 

甲信支店 

502.9 250.0 752.9 １ 

富士通Ｊａｐ

ａｎ㈱ 

長野支社 

470.9 224.5 695.4 ２ 

 

４ 総評 

 ⑴ 審査経過 

    松本広域消防局（以下、「当消防局」という。）が運用する消防通信指令シ

ステム（以下、「指令システム」という。）は、平成 26 年に更新され、システ

ム稼働から約 10 年が経過し、機器の劣化等の理由から令和７年３月の運用

開始を目指し、次期指令システムへの更新を行う予定である。 

今回の消防通信指令システム構築業務委託では、主に指令業務の迅速化、

災害に強い信頼性の確保、将来の共同運用を見据えた拡張性の確保、優れた

費用対効果などを重視し、消防行政サービスの向上を図れる指令システムを

目指してプロポーザル方式での調達（以下、「本調達」という。）を行った。 

審査は、公平性、透明性及び競争性を確保した事業者選定とするため、候

補者選考審査委員会（以下、「審査委員会」という。）設置要領により設置さ

れた審査委員会において行った。 



なお、審査委員会の構成は次のとおりである。 

区分 委員名 役職 

委 員 長 降幡 明生 消防局長 

副委員長 青木 宏元 事務局長 

副委員長 越 亘 消防局通信指令課長 

委 員 深澤 与志章 事務局総務課長 

委 員 小島 康幸 消防局総務課長 

委 員 宮島 清隆 消防局予防課長 

委 員 越口 匤浩 消防局警防課長 

委 員 田中 誠 麻績消防署長 

委 員 両角 圭介 芳川消防署神林出張所長 

 

本調達では、２者から参加表明を受け、どちらも参加資格を満たしている

ことを確認の上、提案書の提出を受けた。審査委員会にて、提案書の審査を

行い、どちらの参加者においても、調達仕様書に記載されている要求水準を

満たしており、両者とも当消防局が求めている指令システムを実現できる高

い技術力を有していると判断した。その上で、候補者選考基準にて定めた審

査項目及び評価基準に則り、提案書及びプレゼンテーション内容の評価を行

った結果、契約候補者としてＮＥＣネッツエスアイ株式会社を選考した。 

 ⑵ 審査結果 

契約候補者の選考に当たっては、提案書の内容を公平かつ客観的に評価し、

最適な契約候補者を選考するため、提案書の内容評価とする「技術点」と提

案見積額の評価とする「価格点」に分けて評価を実施した。 

ア 「技術点」に関する審査 

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社については、各課題への解決方針や業

務推進の上での留意点が明確であり、その上でそれらを具体的にシステム

構成やプロジェクト推進方法に落とし込んでいる点が特徴的であった。具

体的には、現行の指令システムにて当消防局職員の作業工数が多く、負担

が大きくなっている業務について、現行から大幅に業務負担を軽減する点、

消防・救急車両にて中間更新時に発生する業務への影響を出来る限り軽減

する点、大規模災害発生時の対応について、人員や体制を考慮した機能を

提案している点で優れていた。 

富士通Ｊａｐａｎ株式会社については、全国的な指令システム構築の

実績を踏まえ、ノウハウを活かした提案や、自社の優位性を活かした他の

参加者では実現出来ない提案を行っていた点が特徴的であった。具体的に



は、現行の指令システムにて圧迫感や運用上の課題があった機器について

当該課題を解決するような機器構成を提案していた点、関連システムとの

接続について、現行の指令システムからの変更の影響を出来る限り軽減す

る点、移行、切替時のリスク対策や当消防局職員の業務負担を軽減する点

で優れていた。 

イ 「価格点」に関する審査 

どちらの参加者の提案見積額も、契約限度額の範囲内であった。どちら

の参加者の提案見積額も、現在の社会情勢の影響による物価上昇を鑑みて

も企業努力が見られ、かつ提案内容を提案見積額で実現できることに関し、

高く評価されるものであった。 

 ⑶ 総評 

ここまで述べたとおりどちらの参加者においても、高い技術力により要求

水準を上回るものであるとともに、豊富な知見や高い能力、熱意、創意工夫が

盛り込まれた精度の高い提案内容であり、期待に応えるものである。また、価

格に関してもどちらの参加者においても契約限度額の範囲内であり、企業努

力が見られ、高く評価されるものである。その上で、ＮＥＣネッツエスアイ株

式会社が、当消防局が重視している事項について全体的に有益な提案を行っ

ており、高い技術力を有していると評価し、技術点と価格点の審査結果の合

計得点が高かったことから、契約候補者としてＮＥＣネッツエスアイ株式会

社を選考した。 

最後に、本調達に参加された２者には、当消防局の課題を踏まえた次期指

令システムの実現のために検討された提案をいただいたことに、厚く御礼を

申しあげる。 

 

令和５年９月６日  

 

消防通信指令システム構築業務委託公募型プロポーザル  

候補者選考審査委員会 委員長 降幡 明生 


